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催
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五
月
三
十
一
日
 
(日
) 
午
前

十
一時
一 〇
分
よ
り
、
北
九
州

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
 
(小
倉

北
区
) 
六
階
会
議
室
で
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
通
院
介
護
セ

ン
タ
ー
 
「さ
わ
や
か
」
第
六
回

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

岡
副
理
事
長
が
開
会
宣
言
を

行
い
、
資
格
審
査
委
員
に
加
峯

理
事
と
貞
谷
事
務
局
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。 

て
山
田
理
事
長
の
挨
拶

の
あ
と、
議
長
に
は

福
腎
協

の
森
満
義
彦
副
会
長
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。 

2009年6月 22 日
八幡事業所 Te1.Fax 672-759 
sawayaka@eagle.ocn.ne.Jp
小倉事業所 Te1.Fax 647-321 
sawayakakokura@violin.ocn.ne.Jp 

平成20年度「さ4つやか」活動報告
項 目  19年度 l 20年度  

登録ボランテイア数  75名 l 69名  
登録車両数  74台  67台 
登録利用者数  43名  43名 
送迎回数  2675回 l 2801回  
(八幡 ・小倉事業所合算 平成21年3月 31 日現在) 

議
事
録
署
名
人
に
、
山
田
理

事
長
と
梶
原
常
務
理
事
が
選
任

さ
れ
、
次
に
資
格
審
査
委
員
よ
り
、

午
前
十
一時
現
在
、
総
正
会
員

数
二
十
八
名
、
出
席
者
数
二
十

七
名
 
(う
ち
書
面
表
決
者
数
一

〇
名
) 
、
欠
席
者
数
一
名
で
、

定
款
に
基
づ
き
こ
の
総
会
は
成

立
す
る
旨
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
審
議
に
入
り
、
高

原
理
事
が
、
情
勢
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

次
に
貞
谷
事
務
局
員
よ
り
、

平
成
二
〇
年
度
活
動
報
告
が
あ
り
、

梶
原
常
務
理
事
が
平
成
二
〇
年

度
収
支
決
算
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

会
計
監
査
報
告
は
、
小
田
監

事
が
体
調
不
良
の
為
に
委
任
状

を
出
さ
れ
て
い
た
の
で
、
五
月

平
成
21
年
度- l

さ
わ
や
か

l _

活
動
方
針

I
、
全
腎
協
・福
腎
協
・北
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
と
協
働
し
て
運
動

を
す
る
。

Ⅱ
、
北
九
州
市
福
祉
有
償
運
送

運
営
協
議
会
の
運
営
を
重
視
し
、

そ
の
方
針
に
従
っ
て
行
動
す
る
。 

Ⅲ
、
九
州
三
県
(福
岡
・佐
賀
・ 

長
崎
) 
の
通
院
送
迎
事
業
所
と

の
連
携
及
び
情
報
交
換
を
行
う
。 

Iv
、
北
九
州
市
障
害
福
祉
団
体

連
絡
協
議
会
 
(障
団
連
) 
に
加

二
〇
日
に
行

わ
れ
た
会
計

監
査
報
告
を
、

山
田
理
事
長

が
代
読
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、

山
田
理
事
長

よ
り
平
成
二
十
一年
度
活
動
方

針
案
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

次
に
梶
原
常
務
理
事
よ
り
、

平
成
二
十
一年
度
の
事
業
計
画

及
'び
収
支
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、

何
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
理
事
長
よ
り
、
今
年
度

の
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
研
修

会
の
予
定
や
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、

利
用
者
共
に
募
集
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
各
腎
友
会
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

十
二
時
に
全
て
の
審
議
を
終

了
し
散
会
し
ま
し
た
。 

入
す
る
。

V
、
東
京
ハ
ン
デ
イ
キ
ャ
ブ
連

絡
会
に
会
員
登
録
を
す
る
。

.VI
、 
N
P
〇
法
人
北
九
州
小
規

模
連
と
の
連
携
を
と
る
。

Ⅶ
、
そ
の
他

①
「さ
わ
や
か
」
新
聞
の
発
行

②
研
修
交
流
会
、
及
び
学
習
会

の
開
催

③
運
転
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
及
び
、

利
用
者
の
募
集
を
す
る
。 

六
月
二
日
 
(火
) 
宮
崎
市
議

会
議
員
の
鈴
木
一成
氏
と
宮
崎

県
腎
協
宮
崎
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
会

長
の
中
迫
晴
美
氏
が
「さ
わ
や
か
」

の
視
察
に
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
「さ
わ
や
か
」

の
設
立
時
の
経
緯
や
現
在
の
状
況
、

ま
た
、
福
祉
有
償
運
送
に
っ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
質
問
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

溝
口
和
弥
さ
ん
が
事
務
所
に
顔

を
出
さ
れ
、
実
際
に
送
迎
を
行

っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
さ
ん

の
率
直
な
意
見
も
聞
か
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
送
迎
の
様
子
を
見

る
た
め
に
、
済
生
会
八
幡
総
合

病
院
に
移
動
し
ま
し
た
。 

(左) 中央プロック会長,:lie氏 (中央)市議会議員鈴木氏

宮
崎
で
も
送
迎
事
業
を
と
の

熱
い
思
い● 

● 

宮
崎よ
り

- l

さ
わ
やかー
に
訪
問

そ
こ
で
も
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
さ

ん
や
患
者
さ
ん
の
生
の
声
を
聞

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

是
非
、
宮
崎
市
に
も
送
迎
事

業
所
を
立
ち
上
げ
た
い
と
の
思

い
を
受
け
、
今
後
「さ
わ
や
か
」

で
も
出
来
る
限
り
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、

約
束
し
、
お
二
人
は
、
宮
崎
へ

の
帰
路
に
着
か
れ
ま
し
た
。

編
...集
 
後
.,
記

梅
雨
に
入
っ
た
と
は
い
え
、

毎
日
カ
ラ
カ
ラ
天
気
が
続
い
て

い
ま
す

福
岡
の
油
木
ダ
ム
も
枯
渇
ま

で
十
日
あ
ま
り
と
、
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

早
く
一雨
ほ
し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
主
婦
と
し
て
は
今
の
う

ち
に
、
こ
た
っ
布
団
や
毛
布
の

洗
濯
を
済
ま
せ
て
し
ま
い
た
い
、

と
気
が
あ
せ
る
の
も
事
実
で
す
。

節
水
よ
、
節
水
よ
、
と
っ
ぶ

や
き
な
が
ら
、
風
呂
の
残
り
湯

を
洗
、濯
に
、
洗
車
に
、
庭
の
植

木
の
水
や
り
に
と
、
分
水
し
て

い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

(

K

)
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団
結
し
て
声
を
上
げ
て
い
か
な
い
と

北
九
州
市
障
害
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会
(障
団
連
)

第
12
回
定
期
総
会
に
参
加

六
月
六
日 
(土
) 
午
前
十
時

よ
り
、
ウ
ェ
ル
と
ば
た
十
一 階

に
て
北
九
州
市
障
害
福
祉
団
体

連
絡
協
議
会
 
(障
団
連
) 
第
十

二
回
定
期
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「さ
わ
や
か
」
か
ら
四
名
が
、

参
加
し
ま
し
た
。

事
務
局
次
長
の
中
島
氏
が
開

会
宣
言
を
し
、
北
九
州
市
障
害

福
祉
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
北

原
守
氏
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

地
域
の
皆
さ
ん
に
・''・

・ 

愛
さ
れ
る
よ
う

北
原
氏
は
、
昨
年
度
は
運
動

の
強
化
や
組
織
力
の
強
化
な
ど

飛
躍
し
た
年
で
あ
った
と
述
べ
、

障
害
者
が
地
域
で
普
通
に
暮
ら

す
事
が
目
標
で
あ
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
よ
う
、
更

に
運
動
を
強
化
し
て
い
く
た
め

に
は
、
三
十
八
団
体
が
、
力
を

合
わ
せ
、
団
結
し
声
を
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
北
九
州
市
の
北
橋

健
治
市
長
と
、
北
九
州
市
議
会

議
長
佐
々
木
健
五
氏
の
代
理
の

三
坂
議
会
事
務
局
長
よ
り
来
賓

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
に
、 
N
p
〇
法
人
列
島

会
の
中
村
儀
成
氏
と
、
議
事
録

署
名
人
の
二
名
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

事
務
局
の
赤
嶺
氏
よ
り
、
総

会
員
団
体
数
三
十
八
団
体
、
出

席
団
体
数
三
十
四
団
体
 
(う
ち

書
面
表
決
団
体
数
九
団
体
) 
、

欠
席
団
体
四
団
体
で
、
こ
の
総

会
は
成
立
す
る
事
を
告
げ
、
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
審
議
に
入
り
、
全

て
の
議
事
が
、
満
場
一致
を
も

って
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
十
一時
二

十
分
か
ら
研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
障
害
福
祉
課

企
画
調
整
係
長
の
小
池
氏
よ
り
「平

成
二
十
一年
度
北
九
州
市
に
お

け
る
障
害
福
祉
事
業
計
画
及
び

予
算
」
に
っ
い
て
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

障
害
福
祉
関
係
の
予
算
で
は

5
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス

始
め
に
、
平
成
二
十
一
年
度

障
害
福
祉
関
係
当
初
予
算
っ
い

て
で
し
た
。

予
算
規
模
で
は
、
平
成
二
十

一年
度
は
、
五
年
ぶ
り
に
プ
ラ

ス
予
算
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
で
は
、
今
ま
で
の

事
業
に
加
え
、
ひ
き
こ
も
り
地

域
支
援
セ
ン
タ
I
、
自
殺
対
策

事
業
を
増
や
し
た
と
の
報
告
が
、

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
福
祉
医
療
費

支
援
制
度
の
見
直
し
に
っ
い
て
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

①
乳
幼
児
医
療
費
支
給
制
度

②
母
子
家
庭
等
医
療
支
給
制
度
. 

③
重
度
障
害
者
医
療
費
支
給
制

度
ま
た
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
I
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

是
非
障
害
当
事
者
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

と
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

十
二
時
三
十
分
に
終
了
し
ま
し
た
。 

新
型
イ
ン
フ
一ル
H
ン
ザ
に
一ご
法
意

北
九
州
市
で
も
患
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ

は
感
染
力
は
強
い
で
す
が
、
多
く

の
方
は
、
軽
症
の
ま
ま
回
復
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
基
礎
疾
患
を
持
っ
方

を
中
心
に
重
症
化
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
予
防
に

心
が
け
ま
し
ょ
｠
"
つ。

【か
か
ら
な
い
】
た
め
の
予
防
法

◇
人
込
み
へ
の
外
出
を
避
け
る

◇
人
込
み
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る

◇
頻
繁
な
手
洗
い

(別
図
参
照
) 
fク

◇
咳
ェ
チ
ケ
ッ

◇
う
が
い

◇
時
差
通
勤
・時
差
通
学

※
こ
ん
な
人
は
特
に
注
意
を

◇
ぜ
ん
息
や
腎
機
能
障
害
の
方

◇
ス
テ
ロ
イ
ド
を
定
期
内
服
し

て
い
る
方
 
.・ 

◇
が
ん
患
者
、
妊
婦
な
ど

【か
か
った
か
な
】
の
サ
イ
ン

◇
潜
伏
期
間
は
1
~
7
日
間

◇
症
状
は
急
な
発
熱
 (38
~
40
度
) 

◇
悪
寒
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
関
節

痛
、
下
痢

◇
有
症
状
期
間
は
3
~
7
日
間
程

度症
状
が
出
た
と
き
の
行
動

◇
無
理
し
て
出
社
・登
校
を
せ
ず

に
休
む

◇
発
熱
相
談
セ
ン
タ
I
 
(地
域
の

保
健
所
な
ど
に
設
置
) 
に
電
話

◇
か
か
り
っ
け
医
が
い
れ
ば
そ
ち

ら
に
電
話
で
相
談

(別図) 
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◇
受
診
時
に
は
必
ず
マ
ス
ク
を

着
用
す
る

◇
必
要
に
応
じ
て
治
療
薬
を
も

ら
い
自
宅
療
養

◇
重
症
者
お
よ
び
ハ
イ
リ
ス
ク

の
方
は
入
院

本
人
と
家
族
が
心
が
け
る
こ
と

◇
外
出
は
避
け
る

◇
栄
養
を
と
り
、
安
静
に
し
て

十
分
な
睡
眠
を
と
る

◇
家
族
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め

個
室
で
療
養
を
す
る

◇
お
茶
や
ス
ー
プ
な
ど
で
水
分

補
給
を
こ
ま
め
に
と
る

◇
部
屋
の
湿
度
を
高
め 
(50
~

60
%
) 
に
し
ま
し
ょ
う

◇
定
期
的
に
部
屋
の
換
気
を
す

る◇
処
方
装
は
決
め
ら
れ
た
と
お

り
最
後
ま
で
飲
む
こ
と

◇
患
者
と
接
し
た
家
族
は
す
ぐ

に
手
洗
い
を
す
る

(厚
生
労
働
省
H
p
よ
り
抜
粋
)' 


